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<R04169181> 

注意事項

試験開始の指示があるまで、問題冊子および解答用紙には手を触れないこと。

問題は 2~3ページに記載されていら試験中に問題冊子の印刷不鮮明、ページの落丁・乱Tおよび解答

用紙の汚損等に気付いた場合は、手を挙げて監督員に知らせること。

解答はすべて、 HBの黒鉛筆またはHBのシャープペンシルで記入すること。

受験番号および氏名は、試験が開始されてから、解答用紙の所定欄に正確に丁寧に記入すること（以下

の記入例参照）。所定憫以外に受験番号・氏名を書いてはならない。なお、解答用紙が複数枚ある場合

には、それぞれの所定襴に記入すること。

受験番号の記入にあたっては、次の数字見本にしたがい、読みやすいように、正確に丁寧に記入するこ

と。読みづらい数字は採点処理に支障をきたすことがあるので、注意すること。

｛記入岡',

5 7 0 0 1番

>

□□]＋土

（数字兒水）

| 2 | 3 | 4. l 5 |1 6 | 7 | 8 | 9 口
解答はすべて所定の解答憫に記入すること。所定欄以外に何かを記入した解答用紙は採点の対象外とな

る場合がある。

1 試験終了の指示が出たら、すぐに解答をやめ、筆記用具を置き、解答用紙を裏返しにすること。

いかなる場合でも、解答用紙は必ず提出すること、】

9. 試験終了後、問類冊子と下書き用紙は持ち帰ること。

小論文作成上の注意

解答文は、所定の解答用紙におさまるように、日本語で書きなさい。

句読点、記号等、および改行のために生じる余白もすべて字数に含む。また、解答用紙の字数を超えて

解答してはいけない。 （句読点、記号等は、必ず独立した 1マスを使用する。）

解答は横書きとし、 ．楷書で左から右へと書くこと。

本文中に自分の氏名を書かないこと。

小論文解答用紙は汚したり、折り曲げたり、破ったりしないこと。

下書きは、別に配付の下書き用紙を使用すること。試験終了後、下書き用紙は持ち帰ること。
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問題 次の文章は、糖尿病の原因についての教員と学生のあいだの会話である。表を参照しながらこの文章を読み、以下

の問に答えなさい。

学生： 先生、最近リモートウークが続いているせいかちょっと太られましたよね。そういえば、堅芭(a)と糖尿病は関係

があると聞きましたが、どのような病気なのでしょうか。

教授： 糖尿病は血液中のプドウ糖が増え続ける病気で、自覚症状が現れにくく、症状がでた時にはかなり進行していて

治療が難しい病気だね。末期には失明したり腎機能障害を引き起こしたりすることもあるんだol (c) ］、

心筋梗塞や脳梗塞、アルツハイマー病の発症リスクを高めることも分かってきているんだ。日本の植尿病患者数

はここ 50年以上増加し続けておリ、 2017年の時点で通院や入院している患者数だけでも約 330万人、糖尿病が

強く疑われる者が約 1000万人、その他に糖尿病予備軍も約 1000万人もいると推計されているんだよ。

学生： 怖い病気ですね。糖尿病は高カロリー食や運動不足などが原因で発症するような印象がありますが、実際はどう

なのでしょうか。

教授： 面白いデータがあってね、日本における糖尿病患者数と乗用車の保有台数に相関があるんだよ(l)"

学生： 車を使うようになって歩く時間が減ったのでしょうか。他にも穂尿病患者が増えている原因はありますか。

教授： 食生活の変化も糖尿病患者数の増加と関係があると言われているんだ.1950年代半ばから 1970年代半ばにかけ

て和食中心の食生活から動物性タンバク質や脂肪を多く含む欧米型の食生活へ変化したけ£(2)、それが原因で糖

尿病患者が日本でも色塾(b)に増加したという意見もあるんだよ。

学生： 食生活の変化によって摂取するエネルギーが過多になったことが原因ということですね。

教授： それが一概にそうとは言えないんだよ・(3)()| （d) |、栄養パランスの良い食生活も大切なんだろうが適

度な運動が糖尿病の予防に特に重要なんだ(4)o

学生： なるほど分かりました。私も糖尿病予防のために、バランスのよい食事と適度な運動を続けようと思います。先

生も気をつけてくださいD

問1 A 下線(a)、（b)の読み仮名を、平仮名で書きなさい。

B (c)、（d)に最もふさわしい言葉を以下の選択肢から選び、記号で答えなさい。

イ：ところで

ホ：いつでも

口：ただし

へ：とにかく

ハ：それでも

ト：そうだとすると

さらに

チ： それにもかかわらず

問2 以下の文のうち、上記の会話の内容に照らし合わせて最も適切な内容のものを2つ選び、記号で答えなさい。

ィ：リモートワークは糖尿病の発症を促す。

ロ：穂尿病が脳や心臓の病気の発症と関係する。

ハ：糖尿病は初期症状がはっきリと現れる。

二： 1960年から 1970年にかけて糖尿病患者数は一時的に減少した。

ホ：日本における糖尿病患者数と自転車の保有台数には相関がある。

ヘ；ここ 50年の間に日本人の食事菫が増加した，

ト：日本では 1950年代以降に食生活が変化した。

チ：日本では男女ともに肥満率が増加している。

問3 下線(1)の内容について、関連する表に基づいてグラフで表しなさい。

問4 下線(2)を、関連する表を適切に引用しながら5行程度で説明しなさい。

問5 下線(3)のように教授が考える理由を、関連する表を適切に引用しながら5行程度で説明しなさい。

問6 下線(4)に関連し、糖尿病の予防について、関連する表を適切に引用しながら自分の考えを10行程度で述べるとと

もに、自分の考えに20文字以内のタイトルをつけなさい。
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表 1.日本の糖尿病患者数の推移 (x千人）

西暦（年） 患者数 西暦（年） 患者数

1970 288 1993 1578 

1972 283 1996 2175 

1974 464 1999 2115 

1976 524 2002 2284 

1978 609 2005 2469 

1980 729 2008 2371 
1982 656 2011 2700 
1984 944 2014 3166 

1987 1075 2017 3289 
1990 1498 

※1 Web掲載に際し、著作権者からの要謂によりページ左""Fiこ出典を追記しておりますc

表2． 日本の自動車保有台数の推移 (x100万台）

西暦 （年） 乗用車 西暦（年） 乗用車

1970 7.3 1993 39.2 

1972 10.9 1996 45.1 

1974 14.6 1999 50.0 

1976 17.4 2002 53.5 

1978 19.9 2005 56.3 

1980 22.8 2008 57.6 

1982 24.6 2011 58.l 

1984 26.3 2014 60.1 

1987 28.5 2017 61.3 

1990 32.9 

※Web掲載に際し、著作権者からの要請により出典を追記しておりますc

一般社団法人自動車検査登縁情報協会「自動車保有台数の推移」
https,//www. a1ria. o「,Jp/ pu bl 1sh/fi le/ r5c6pv000000g 7vb-att/ 
r5c6pv000000g7vq. pdf 

表4.日本の肥満者 (BMI25以上）の割合（％）

西暦（年） 男性 女性

1996 23.2 20.8 

2000 26.8 21.3 

2004 28.4 20.6 

2008 28.6 20.6 

2012 29.1 19.4 

2016 31.3 20.6 

20歳以上、性別（妊婦除外）

※Web掲栽に際し、著作権者からの要詣により出典を追記しておりま主政府
統酎e-Stat「平成28年国民健康・栄接調査報告」 (P.176)をもとに作成
https.//www. mh lw.go.Jp/ co nte nt/000681193. pdf 

表 3.日本における栄養素摂取状況の年次推移

西暦（年）
エネルギー 動物性タン

脂質 (g)
炭水化物

(kcal) パク質 (g) (g) .. 

1955 2104 22.3 20.3 411 

1959 2114 23.6 23.8 405 

1963 2090 28.5 29.1 375 

1967 2254 31.7 42.4 382..,. 

1971 2287 34.7 48.7 378 

1975 2188 38.9 52.0 337 

1978 2167 39.8 54.7 326 

1981 2101 40.1 54.7 310 

1984 2107 40.4 58.0 299 

1987 2053 40.1 56.6 291 

1990 2026 41.4 56.9 287 

1993 2034 42.2 58.1 285 

1996 2002 43.1 58.9 274 

1999 1967 42.3 57.9 269 

2002 1930 39.0 54.4 271 

2005 1904 38.3 53.9 267 

2008 1867 36.1 52.1 265 

2011 1840 36.4 54.0 255 

2014 1863 36.3 55.0 257 

2017 1897 37.8 59.0 255 

※Web掲戟に際し、著作権者からの要請9こより出典を追記しております。
政府統計e-Stat「国民健康・栄蓑調査報告」をもとに作成
https. / /www. m h lw. go.J p/bu nya/ken kou/ken kou_ e 1you_chousa. html 

表 5.運動によ る血糖値改善の効果

へモグロピン Ale値（注1)
運動期間

0か月 9か月

運動なし 7.62 [0.10] 7.74 [0.10) 

筋カトレーニングのみ 7.58 [0.07] 7.53 [0.08] 

有酸素運動のみ 7.56 [0.07] 7.43 [0.08] 

有酸素運動と筋カトレーニング 7.59 [0.07] 7.36 [0.08] 

糖尿病患者 262人を運動なし (41人） 、筋カ トレーニ

ングのみ (73人）、有酸素運動のみ (72人） 、有酸素

運動と筋カトレー＝ング (76人）の4グループに分類。

運勤な しのグループ以外の運動時間は週150分。

［ ］内は標準誤差。

注 1：糖化ヘモグロビン。血液中のブ ドウ糖濃度の指標と

なる。 6.0％以上あると糖尿病の可能性が否定できない。

※Web掲載に際し、著作権者からの要詰により出典を追記しておりますc

Reproduced with permission from: Effects of aerobic and resistance 
training on hemoglobin Alclevels in patients with type 2 diabetes. 

〔以下余白〕

JAMA. 2010;304(20):2253-2262. doi: 10.1001/Jama.2010. l 710. 
Copyr,ghtc2010 American Medical Association. All rights reserved. 
Table3(P.2253)をもとに作成

※1 Web掲載に際し、著作権者からの要詰により出典をしております。
（表1の出典について】
1970-1987年のデータについて．
日本唐尿病学会「日本人の糖尿病有病率と発症率」糖尿病35(2)173-194,1992より作成
https ://www.jstage.jst.go.jp/article/tonyobyol958/35/2/35_2_173/ _pdf 

1990、1993年のデータについて：
『紐尿病患者有病率．患者数の将来推計 ；厚生台患者調査をもとに』／日衛誌(Jpn.J.Hyg.),52,654-660(1998), Table 2 (p.656)をもとに作成
https ://www.jstage.jst.go.jp/article/jjhl946/52/4/52_ 4_654/ _pdf 

1996-2017年のデータについて：
政府統計e-Stat「患者調査」をもとに作成 “~3 -



小 論 文 A 解 答 用 紙

問1 問2 問5
<R04169181> I Al (a) 11 受験 1万 I千 I白II+ I -I (b) 

番号

氏名

I 11 

Bl (c) 
11 

(d) 
（所定欄以外に番号・氏名を密いてはならない) | 

2 0 2 2年度

小論文 A
（解答用紙）

No. Qコ／ ［こl

欄占
2＇ 

採

問3
問6•本文

問4

問6・タイトル

1 | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | 
（裏面使用不可）
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